
現代アートを軸とした地域の有形・無形の知財の発掘・活用

成果事例1：「生きる私が表すことは。」総括ワークショップ

成果事例2：「現代アートと地域とまちづくり」ワークショップ

関連教員：太田純貴（多元地域文化コース・代表）、菅野康太（心理学コース）、酒井佑輔（地域社会コース）、農中至（地域社会コース）、清水香（教育学部）

ワークショップの準備そして当日ご参加いただきました皆様に、特に登壇者の皆様に感謝申し上げます。

鹿児島では現代アートはあまり盛んではないと言われてきました。そうし
た側面は事実である一方、地道に活動を行なってこられたインディペンデ
ント・キュレーターやアーティストが存在します。このワークショップで
は、そうした方々をお呼びし、2021年に開催された展覧会「生きる私が
表すことは。」について、製作する側、企画運営・キュレーションする
側、受容する側などさまざまな立場を交差させて、多角的な見地から総括
を行うワークショップを開催しました。フライヤーは太田純貴ゼミの入木
田楓さんが作成してくれました。

アートは、例えば美術館のなかだけに止まっているのでしょうか？今回の
ワークショップでは、熊本市現代美術館のキュレーター、鹿児島県内外で
アートと広報やまちづくりに堅実かつ大胆に携わっておられる関係者を招
いた、ワークショップを開催しました。アート自体の持つ力に批判的にな
りつつ、県や市の事例を比較しながら、参加者全員で討議を行いました。
学内外から多数の参加者があり、さまざまな角度から知見を深める機会と
なりました。フライヤーは太田純貴ゼミの中島玲華さんが作成してくれま
した。


